
便秘とは、「本来排出するべき糞便を十分量かつ快適に排出できない状態」を言います。

お腹が張って苦しい 肌の調子が悪い

すっきりしない 便が硬い

ポッコリお腹が出てしまう 血便

便秘薬が増えている 冷え性

痔がある

以上のような症状がある場合は是非、便秘外来にご相談ください。

毎週土曜日 9：00-12：00 *完全予約制

生活習慣の改善 生活指導・栄養指導・運動指導を行います

薬剤による治療 症状に合わせた薬剤・漢方薬の選択を行います

外科的治療 症状に合わせて必要な外科的治療を行います

症状に合わせて適切な検査・診察をしたうえで治療を行います

近年では老若男女問わず、便秘でお悩みの方が増えております。また、便秘を専門に扱う施設は多

くありません。そこで当院では、2018年10月より、便秘の症状でお悩みの方を専門に、便秘外来を

開設致しました。当院院長を中心に、専門的な知識を持ったスタッフが検査・診察・治療を行いま

す。便秘や便秘に伴うお尻の症状でお悩みの方は、是非ご利用ください。＊尚、診察は完全予約制

となっておりますので事前に予約をお取りください。



・療養者と家族が、安心して過ごせるようニーズ

に沿った援助を行います。

・療養者が自分らしい生活の質を保てるように

医療・介護・福祉の総合的な援助をします。

管理者1名：久保田優子（がん看護専門看護師）

看護師2名

（月～金）9：00-17：00 （土） 9：00-12：00

＊日曜・祝祭日、12/31－1/3は休み（お盆期間はカレンダー通り）

＊24時間体制で対応致します

訪問看護では、看護師がご自宅に訪問し、主治医の指示に沿って、病気や障害に応じた看護を

行います。健康状態を観察し、症状悪化の防止・回復・緩和に向けたお手伝いをします。ご自

宅で最期を迎えたい希望がある場合にも、ご相談と支援を行います。

当院開設より30年が経ち、国の方針、社会情勢、地域の皆様の価値観も変化し、国は病院での

療養は必要最低限として、在宅での療養を求めています。そこで自宅でも質の高い医療の提供

を実現するため、「三州病院訪問看護ステーション“もも”」を開設致しました。

訪問看護ステーション長
久保田 優子

がんの患者様を中心に、療養される方

が過ごしやすく毎日を過ごせるよう自

宅での看護を行います。ご本人・ご家

族と十分相談し、一番良い療養方法を

提案し、看護を提供します。24時間体

制で夜間・休日でも安心してご自宅で

お過ごし頂けるよう準備しました。是

非、ご相談ください。

私たちが支援致します



9月1日、「伝え合おう、学び合おう～地域での緩和ケアのつながりを～」をテーマに都城緩和ケア研

究会が開催されました。演題発表のトップバッターとしてのプレッシャーを感じながらの発表でした

が、自分達の看護の想いを伝えられた満足感と達成感を感じることが出来ました。今回の発表を通し

て、自分たちの看護を振り返り、緩和ケアの専門性を発揮すること、患者様・ご家族へより良いケア

を提供できるよう研鑚を積んでいきたいと一層思いました。

緩和ケア病棟 松元 さやか

トップバッターで緊張しました 一生懸命発表しました

記念すべき200回目を迎えた三州健康教室は、当院の院長 横山 憲三 先生より、「便秘と肛門疾患の

お話」のテーマでご講演頂きました。便秘とは、排出すべき糞便を十分量かつ快適に排出できない状

態をいいます。さらに、便の性状や残便感、排便困難などの症状がある場合は、便秘症という診断が

されます。この便秘症が6ヶ月以上続くと慢性便秘症ということになります。便秘の治療としては、

薬剤による治療が主となります。便を柔らかくする下剤から腸を刺激することで排便を促す薬剤まで、

その種類は多岐に渡ります。その中で、ひとり一人の原因に応じた最適な選択をしていきます。

三州健康教室委員会 委員長 原崎 礼子

まとめでは、便秘治療の三原則「朝食後はト

イレに行く」「間食をしない」「薬を指示通

りに服用する」、そして、「快食・快便・快

眠」を得られるよう便秘と向き合っていくこ

とが大切だということが学べたのではないで

しょうか。講演終了後には、200回を記念して

参加者に記念品の贈呈を行いました。これか

らも、地域の皆様の健康増進の一役となれる

よう、そして次の100回を迎えられるよう、充

実した健康教室を開催して参ります。
第200回の講演は「便秘と肛門疾患」



HP：http://www.sanshu.org
HP・広報誌委員会委員長：冨村 真吾

（財）日本医療機能評価機構 Ｖer.6 認定施設
日本外科学会外科専門医制度修練施設

（医）倫生会 三州病院 消化器病センター

HP・広報誌委員会 天本 和哉

近年の地震や台風被害を目の当たりにして、日頃の備えが大事だと思い、電池、水、食料品など

をそろえたのですが、使う機会がなければ良いなと思いました。皆さんも、もしもの時の備え、

されていますか。

鹿児島大学 医学部保健学科4年生3名が緩和ケア病棟体験に来られました。同大学での看護臨床実

習はほとんど終了され、実習カリキュラムにはない緩和ケア病棟での実習を希望されて参加されま

した。緩和ケア病棟での生活環境の見学や看護師と一緒の看護ケア、患者様との散歩などを体験さ

れました。

1日だけの実習でしたが、来年、看護師になる

前の緩和病棟での実習を通して、看護師として

大切なプラスワンの看護を学んでいただけたと

思います。

総看護師長 中村 千鶴

カンファレンス風景

学生５人？患者さまと散歩


